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令和４年６月橋本市議会定例会会議録（第２号）その６ 

令和４年６月20日（月） 

                                         

（午後３時10分 再開） 

○議長（小林 弘君）休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番５、18番 岡君。 

〔18番（岡 弘悟君）登壇〕 

○18番（岡 弘悟君）皆さんこんにちは。今

回の質問項目は、大きいので三つです。 

 前段、ちょっとお話というか。前も言いま

したけど、僕、ユーチューブが結構好きで、

好きな方は多いですけど、見ているんですけ

ども、最近面白いなと思うのが、日本人視点

で日本を見ているんじゃなくて、外国人の方

が日本に対してどういうことを興味持ってい

るかというのを外国人目線でユーチューブで

紹介しているんです。僕はああいうのを結構

見るのが好きで、そうしたら、やっぱり僕ら

日本人の気づかないというか、当たり前のこ

とがやっぱり外国人の方は面白いと。 

 その中で特に自分の中で心に残っていたの

が、外国の方が和食ももちろん興味があるん

やけど、日本の洋食に興味があると。先ほど

ちょっと雑談させてもろとったんですけど、

よくよく考えたらそうですよね。僕らは洋食

屋さんと呼んでいますけど、実は洋食じゃな

いですよね。オムライスは洋食じゃないです。

洋食のカテゴリーに入っているけど、海外で

オムライスって頼んでも出てこないですよね。 

 あとスパゲティのナポリタン。ナポリに行

ってもナポリタンはないですよね。イタリア

の方は、最初あの動画見たときに、日本に来

るまで食べたことがなかったという方は、パ

スタにケチャップをかけるのみたいな。びっ

くりしたと言うけど、日本で食べたらおいし

かったとか。 

 そういった、何というんですか、ちょっと

思考を変えたら、そういった観光になるもの

ってたくさんあると思うんです。その一つが

自動販売機なんです。 

 さっき田中議員もそれに関連することを言

っていますけど、自販機がすごく面白いと。

海外にはあんな自販機はないらしいです。日

本安全やからというのもあるらしいんですけ

ど、種類も多いし売っている物もすごいと。

道にあんだけ自販機が並んでいる国は日本だ

けやと。それをわざわざユーチューブに上げ

て、みんな楽しんでいるんです。 

 やっぱり、観光とかそういったものを考え

たときというのは、何も難しく考えることは

ないんじゃないかなと。なけりゃつくればえ

えし、つくるのも別段、日本人の感覚でつく

っていたら外国の方からしたら面白いという

か。そういったものはふだんの生活の中で、

我々のこの橋本市の中で生活している中でも

たくさんあるんじゃないかなと。 

 じゃ、切り口を変えてちょっと見てみたら、

難しく考えんでも、日本人が珍しくなかった

って外国の方が難しかったら何ぼでも外国人

の方は来てくれる、高野山に来るついでにち

ょっと寄ってくれるというのもあるので、そ

ういう切り口も持って、これからちょっと考

えていったらいいんじゃないかなというのを

ユーチューブを見て思いました。それは雑談

というか余計な話になるんですけども。 

 それでは、大項目の一つ目です。一般質問

において提案された内容はどのように検討さ

れているのか。 

 我々議員が一般質問する内容は様々ですが、

提案した後、その提案はどのように担当課で

議論や検討をされているのでしょうか。 
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 検討していきたいという言葉は、ほぼ実行

されないのは経験から理解しています。実際、

検討いたしますと言うて実行されたという経

験というのはなかなか皆さんないと思うんで

すけど。検討は検討やということで。 

 しかしながら、時折、提案した議員が知ら

ないうちに数年後に実行されたりします。こ

れは私個人の感想なのですが、議員の提案内

容というのは先進地などの取組が多く、まだ

なじみのない提案が多いことは事実でありま

す。しかし、だからこそ実行には意味がある

ことだと感じますが、数年たってから実行さ

れても既に後追い感を感じてしまう施策とな

って、効果は半減するのではないかと感じま

す。 

 以前、格言で、「落ちるナイフはつかむな」

ではなく「落ちるナイフはつかむべき」と。

これ分からない方もいらっしゃるんですけど、

簡単に言えば、虎穴に入らずんば虎子を得ず

ということです。つまり、勇気を持って実行

することが費用対効果であると質問いたしま

したが、本市はこれから一般質問、特に提案

型の質問に対してもう少し勇気を持って取り

組むべき姿勢も必要ではないのか。そして、

我々の提案は質問の後、どのような形で行政

担当課で検討されているのか。具体例ととも

にお答えください。 

 次、大項目の二つ目です。物価高騰により

入札単価がどのように変わっているのか。 

 これに関しては、ふだんならあまり気にな

らないんですけど、今、ドル円が135円が当た

り前になってきました。135円というのはほん

まに超えたらあかんラインなんです、ほんま

に。理由はまた皆さん調べてください。それ

が当たり前になってきている中で物価も急騰

している。 

 そういった、こういう時代にこそ適正価格

というのは変動しますので、それをどのよう

な位置づけで考えておられるのかという意味

合いで質問させてもらったんですけども。 

 昨今の物価上昇に伴い、本市の入札、設計、

物品などの単価はどうなっているのか。基本

的に一般市場に合わせて入札単価は上昇しな

ければなりません。民間の入札においては必

ずしも当てはまりませんが、行政が行う入札

というのは、実勢単価の中で安く買うのが基

本だと考えます。 

 １円でも安ければ、その分使う税金も少な

くなり、財政的に助かるのは理解できますが、

業者に負担を強いる入札を行政が行うことは

許されない行為だと考えます。本市の入札、

設計、物品などの単価はどうなっているのか、

詳しくお教えください。 

 三つ目です。これも予算かな、決算かな、

その時々で僕は言わせてもらうんですけど、

墓じまいが結構多いので、今後のお墓のこと

を考えたら、墓園事業のことを考えたら、や

はりアンケートを取って、どういった形で墓

園事業を進めていくのかというのは大事やと

思いましたので、アンケートを取ったらどう

かという簡単な質問なんですけども。 

 これからの墓園事業を考えるにあたり、市

民にアンケートを実施してみてはどうか。 

 墓園事業の今後を考えるにあたり、市民の

意見や思いなどを知るためにアンケートを実

施していくのはどうでしょうか。このままで

は墓園事業自体がどうなるか分かりません。

行政的にも考える時期であると思いますが、

いかがでしょうか。 

 この三つです。明確な答弁、よろしくお願

いいたします。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君の質問項目

１、一般質問において提案された内容はどの

ように検討しているのかに対する答弁を求め

ます。 

 総合政策部長。 
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〔総合政策部長（土井加奈子君）登壇〕 

○総合政策部長（土井加奈子君）一般質問に

おいて提案された内容はどのように検討して

いるのかについてお答えします。 

 提案型の質問への対応ですが、既にご理解

いただいているとおり、質問から答弁作成ま

での時間的制限のある中では、どうしても実

施が見込めない案件以外は、最終的な実施の

可否も含め、「検討する」とした答弁になり得

る状況があります。 

 答弁で検討するとしたものは、継続案件と

してそれぞれの所管において必要な調査研究

を行い、結果、本市においても実施すべきと

判断した場合は、予算措置等の手続きを経て

事業化となります。議員のおただしにある、

検討の結果、後年度になって実施に至るケー

スです。 

 また、質問当時、実施困難と判断したもの

でも、機器更新のタイミングや実施方法の再

検討などにより、同じく後年度に事業化とな

るケースもあります。 

 例えば、市内防犯カメラ設置に関する質問

を頂いた際、公園や駐輪場など管理上必要な

箇所等の個別案件を除いては、市内全域を対

象に設置する計画はないとお答えしました。

しかしながら、防犯カメラ設置に対する区・

自治会の関心の高まりを感じる中、再度の質

問の後押しもあり、既に実施している自治体

の例を参考に、区・自治会が独自に設置する

防犯カメラについて、その費用の一部を補助

する制度を創設いたしました。 

 一例をお示ししましたが、案件によっては

取組に対する温度差が存在することも否めま

せん。今後は継続案件の現状確認を徹底する

とともに、検討するとした案件については調

査研究を重ね、実施が可能で効果が見込める

ものについては事業化を進めてまいります。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君、再質問あ

りますか。 

 18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）ありがとうございます。

まあまあきれいな答弁を頂いているんだけど。

ちょっとここからはいけずになっていくけど、

許してね。 

 一般質問、僕らももちろんこうやって、行

政と一緒に、一般質問するのにいろんな話合

いもしながら、間違えた答弁だとか、そのと

きに答えられない質問をいきなりしたらあか

んから、いろんな話を含めながらやっていく。

その時間というのは僅か10日ほどしかないの

かな。 

 だから、検討するという答えになるのは仕

方がない部分はあるとは思うんです。僕がこ

こでちょっと話をしたいのは、提案したり一

般質問した議員に対しては、間に報告がない

という話をしているわけじゃない。それは別

に構わへんねん。なかってもええ、別に。 

 別にやってくれたら、それで結果いいんや

から、ええんやけど、技術的にとか財政的に

できるようになった時期が来るものもある。

それは理解できます、今の答弁でも。 

 財政的に今できなくても、将来その時期が

来たらできるようになった補助金もあったり、

機材が安くなったりというのもあるし、そう

いう状況になったというのも分かるんやけど、

でも、すぐできるやつもしないじゃないです

か。後からしているやん。僕はそこを言うん。

すぐやったら、もっと効果あったんや。すぐ

取り組めたんや。でも、後からやるから効果

が薄い。じゃ、何でやってないのと。検討す

ると言うているけど、僕、ほとんどの一般質

問は「検討する」ですやん。 

 分かっとるんですよ。だから、さっきも言

うたけど、そんな理由で検討はしていてくれ

るのはありがたいんやで。でも、検討する中

でも絶対あかんもんってあるでしょう。だか
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ら、自分らが検討して絶対あかんかったら、

済の判こを押してファイルに直したらええや

ん。それはそれでいいと思う。 

 でも、これはやっていくべき、やれるかも

しれんというやつは検討していったらええや

ん。そういうすみ分けをしていかんと、どん

どんどんどんたまるだけ。 

 毎回、３か月に１回、一般質問、15人以上

の人が一般質問したら、各担当課にそんだけ

宿題が増えていって、宿題をこなしていくに

は済の判こも必要ですやん。そんなんせんと

一緒くたにしているから、わけ分からなんな

っとるんとちゃいますか。 

 それもまず一点言いたいのと、もう一個、

その一番の中は、ほんまに、あれ、何で今す

るん、それやったらもっとやってくれたらい

いのにと思う議員はたくさんいてると思う。

具体例にさっきも頂いたけど、僕からしたら、

ネーミングライツの話もそうやし、ふるさと

納税の話もそうやし、これ僕が一般質問した

んじゃなくて４番議員が質問して、すごくス

マートな質問をされるので、いつも結果がつ

いてくるのであれやけど、それもすぐやって

くれたらええと思う。 

 聞いていて、あれ、すぐできるやんと。お

金がかかるんじゃなくて、ネーミングライツ

の話なんてお金を得るためにやることやのに、

何も費用要りませんやん。費用対効果でいう

たら、効果ちょっとでもあるんやから。 

 今になって知ってくれているのはありがた

いよ。僕もあれ、会社へ行くときに歩道橋を

見て、いっぱい名前ついているな、ああ、４

番議員のやつが実現しているな、ちょっとジ

ェラシーやなと思いながら毎日車に乗ってい

るんやけど。 

 ふるさと納税もそうやけど、今になったら

もう、さっきもいっぱい話が出ていたけど、

看板になっていますやん。すぐできたらええ

のに、なぜそういうものを後回しにするのか

なというのはすごく思うんです。 

 それは、なぜ後回しになったのかというの

は分かりますか。その辺の具体的な、今、話

を出したら。これ４番議員の話やから、僕の

話に変えますわ。これ４番議員に質問しても

ろたほうがええんで。 

 僕、議員に当選させてもろたときに、もう

今年、15年表彰を頂いて、ああ、15年かと思

うとったんですけど、１期目の１年目やった

かな、ブランド化の話をさせてもろたのね。

農産物のブランド化。ちょうどはやり出した

んです。もうそれよりも５年ぐらい前からや

っているところはあって、ほんまはやり出し

た頃やったんです。だから、これはやらなあ

かんと提案したんです。そうしたら、行政が

するもんじゃないと言われた。今、何かして

いませんか。それ、どうなのと。 

 当時は市長いてなかったので、市長はもち

ろん違います。継続して議論しているんやっ

たら、なぜできてなかったのか。つまり、継

続して議論していない。そないきれいに答え

言われても、してないからできてない。後か

ら何かはやってきてから、あ、こんなええの

あると。ほんで市長も代わって、市長もこれ

はやらなあかんと言うたからやった。 

 分かりますよ。でも、議論しとったら、も

っと早うできたんちゃいますか。そういうの。

例えば、ブランド化に関してちょっと、経済

推進部長、飛び火して悪いけど、何でこんな

状況になっているのか教えてください。 

○議長（小林 弘君）経済推進部長。 

○経済推進部長（北岡慶久君）岡議員のおた

だしについて、当時の議事録を私も確認させ

ていただきました。確かに、この農産物のブ

ランド化については、行政が主体的にやるの

ではなくて、ＪＡ、それから商工会議所、商

工会等が中心になってやるべきものだという
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ふうな答弁をしておりました。 

 平木市政になりまして、平成27年にはしも

とブランド推進室ができました。その中で、

私は当時、農林振興課長で、まさしく、今、

岡議員が言われています高野山麓精進野菜、

当時はまだ高野山麓精進野菜という名前もな

かったですが、野菜をしっかりと売っていく

ということがこれからの農家の収益を上げる

最も大事なことだという位置づけで、現在に

至って取り組んでおります。 

 ただ、当時の岡議員の提案が頭の中にあっ

て、過去にこういったことがあったのかとい

うことを、もう本当に正直申し上げますが、

私の頭の中にはありませんでした。 

 今、議員から、私が部長になって４年目に

なるんですが、岡議員に質問されたり、ほか

の議員さんから、自分がした答弁というのは

きっちりと頭の中に残っているんですが、過

去を振り返ってというところは本当に自分の

勉強不足だというふうに認識しながら、され

ど、いい提案だなと、何で早急に取り組めな

かったんだろうという思いも含めて、これか

らしっかり取り組んでいきたいと思いますの

で、叱咤激励をお願いしたいと思います。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）経済推進部長、ごめん

なさいね。ちょっと犠牲になってもろたんや

けど。 

 これ別に経済推進部長が悪いんと違う。総

合政策部長にさっき答弁で、矛盾しているか

ら言うんよ。議論されているんやったら、経

済推進部長も知っとったはずなんよ。それを

言うたら、もっと、もう一個前の前の経済推

進部長も知っとったはずなんや。知らんのや、

みんな。机の中にしまってしまっとるから。 

 だって、次の議会があるんやから、次の議

会のことでみんな手いっぱいになっちゃいま

すよね。それ分かるんです。３か月に１回、

議会があるんやから、いろんな提案が出てく

るんやから、全ての一般質問を議論していく

なんていうのは不可能。それは分かります。

担当課も人数が決まっているんやから。予算

も決まっているし。 

 でも、だからこそ、何をやるべきか、これ

からやれるべきかの、言うたら、ある程度の、

一般質問の中の色分けをしていかなあかんの

やけど、前向きに検討しますと言うたことに

関しては机の上にのっとるんです。議論して

くれとるんです。実際やってくれるんです。

分かっとるんです、それは。でも、僕の経験

からはテーブルにのったことも何か忘れとっ

たこともあるんやけど、それはええわ。 

 だから、机の中にごっちゃに入れちゃって

いるから、引継ぎしたって、書類が入っとる

だけでしょう。済のファイルも作っていかな

あかんし、これは、さっきの12番議員もそう

やけど、話しとったけど、Ｂ評価の枠という

のか、もう広いというのと一緒で、一般質問

の枠も検討しますの枠が広いんよね。検討し

ますは一くくりで検討します。濃い検討なん

か、薄い検討なんか、真ん中の検討なんかな

いでしょう。 

 ほんだら、担当課で引継ぎするときに、次

の部長はそれを渡されて、じゃ、どれをやっ

たらええんかというたら、検討しますだよね。

いつまでたっても検討しますと。ほんで、い

つの間にかその話が忘れられたときに、ある

とき急に、あ、こんなんやっているんや、す

ごいな、これやってみたらええんちゃうかな

と新しい部長さんが提案してきたら、ちょっ

と待てよ、それ俺10年以上前に質問してんで、

どないなってんのという話になってくる。 

 ということは、もうちょっと議論のやり方

というのを変えるべきやと思うんですが、い

かがでしょうか。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 
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○総合政策部長（土井加奈子君）私、去年の

６月、初めての議会で、前職のときにちょう

ど同じような案件がありまして、引き出しに

当時はしまわれていた案件が、議員のおただ

しにより、一、二か月かかったんですけども、

出来上がったということがありました。 

 今回この質問を頂いて、この会期中の途中

で部長方をみんな集めまして、いろいろと今

までの、私を含めて新しく着任した部長が多

いですので、今までのこういうご指摘につい

て、きっとそういう、検討しますで終わって

しまっているのがあろうかと思うので、いま

一度確認してもらうように伝えたことと、そ

れから、今までのことは大変申し訳ないんで

すけども、今後やっぱり前向きに行かないと

いけないというところから、きちんとやっぱ

り進捗状況の管理というのは、先ほど議員お

っしゃったように、色分けをしてしていかな

いといけないというふうに、それは思ってお

りますので、今後においてはやはり、検討と

いう言葉はあまり使わないように、自分たち

の意識の中でもきちんと色分けできる言葉で

示させていただけたらなと思っています。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）いや、言葉遊びをしと

るんじゃないので、検討は検討でいいんです

よ、ほんまに。だから、検討するときの自分

らの中の色分けをきっちりしてくださいとい

う話をしとるので、それ以外の言葉って使う

のは難しいじゃないですか。さっきも言うた

けど、時間がないし、もうちょっと考える時

間というのは議会が終わってからのほうが長

いので。 

 だから、そこで、すぐにできませんと言う

たことが実はできますとなったときに、何で

できませんと言うたんやみたいな突っ込まれ

方しても悪いから、別に検討は検討でいいん

です。検討するときに、検討してみた結果、

これはもう橋本市にはそぐわないとか、今の

財政規模だと絶対無理やというのは、別段も

う没でいいんちゃいますか、それは。 

 仕方がないですよね。僕ら議員やっとった

ら、一般質問が全て通るなんて思ってないし、

自分らの思いでは一般質問をしているけど、

最後の判断は行政なんやから、それは行政が

したらいい。別段、何で没にしたんやと怒る

理由はこっちにはないので。判断は行政なん

やから、こっちは提案しているだけやから。

それに関しては一切何も思わない。 

 ただ、それをしていないから。していない

からやるべきこともできてないという話をし

とる。でしょう。没にする勇気がないから、

やるべきこととやらんことが分からんなっと

るんです。それをやりなさいという話をしと

る。だから、没にする勇気も必要ちゃいます

か。全てが全てできないですよね。 

 じゃ、議員の提案を全て、検討しますを机

の中に入れる必要ないじゃないですか。じゃ、

やるべきことをやったらいいじゃないですか。

そないしてもろうたほうが議員としてもあり

がたい。やれることが増えるんやから。それ

をしていないからこういうことが起こるんで

すという話をしているんです。 

 だから、言葉遊びする気はないので、ちゃ

んと色分けして、議員の言うてることという

のを、議会が終わったら机の中にしまうんじ

ゃなくて、テーブルの上にのせるかのせれへ

んかの議論から始めてほしいというのを伝え

ているんです。 

 未来にこれがもしかしたらできるかもしれ

んという、さっきの防犯カメラの話もそうや

けど、時代がそっちに向かっているのは何と

なく肌で感じるわけじゃないですか。時代は

そっちに向かっているんやったら、将来これ

は必要になってくるかもしれんからというフ

ァイルを作ればいい。没のファイルも別に捨
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てるわけちゃうじゃないですか。一般質問で

またそれ同じような質問が出てきたときに、

過去どう答えたんか見れるんやから。そうい

った色分けをちゃんとできますかという質問

をしているんです。だから、その辺きっちり

お答えください。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）先ほどの色

分けのことについては、やはり一旦色分けし

た中でも、最初の答弁で言わせていただいた

とおり、当初できないというお答えをしたも

のでも、やり方を変えればできるものもある。

それが、その進捗をきちんと管理していく上

で当初の色分けが変わるかもしれませんけど

も、きちんと進捗管理というところに重きを

置いて、色分けもした上で、途中で色が変わ

るようであれば、また議員との報告とか、ま

た相談というのも必要な場面も出てくるかと

思います。 

 その進捗については、やはり、先ほどユー

チューブのお話をしていただきましたけども、

外国から見た日本、市外から見た橋本市、議

員から見た行政というところで、私たちは行

政の中にどっぷりつかっているので見えてい

ないところもあるかもしれませんし、それを

ご指摘いただいて、そこをまた調査研究して

いくというところも必要である場合もあると

思います。そういう色分けをした上で、今後

取り組んでいけたらと思っております。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）非常にいいお答えをも

ろたので、これで終わりたいんですけど、終

われないんです。 

 何でかと言うたら、それは確かにそのとお

りで、僕の１個言うていることはもうそれで

聞き入れてくれたんですけど、じゃ、もう一

個、最初に言わせてもらったんすけど、じゃ、

すぐできることを何でしないの。すぐできる

こと、やったら効果が大きい、一番最初のイ

ンパクトが大きい、できることなんです。お

金かからない、他市もやっている。 

 じゃ、すぐやればできることを、じゃ、な

ぜ。それを僕は落ちるナイフで表現させても

らったんやけど、議論せなあかんことは、じ

ゃ、相談してください。それは、議論すべき

ものはそうやって議論してもらいたいです。 

 じゃ、すぐ取りかかれるものは何でしてな

かったんですか。それを何で後からしたんで

すか。それをちょっと、さっきの話とはまた

ちょっと毛色が変わるので、そこを教えてく

ださい。 

○議長（小林 弘君）総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）すぐできる

ところは、本来はやはりすぐに取り組むべき

なのだと思うんですけれども、非常にお答え

しにくいんですけれども、やはりそのときの

判断が、なかなか勇気が持てなかったという

か、ですけど、やはり慎重になる点というの

も否めません。やはり新しいことをいろいろ

としていくについては。 

 ですので、検討という言葉は使っていいと

は言ってくださっているんですけれども、そ

こも含めてきちんと精査しないといけないと

考えております。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）あんまりいけずなこと

を言うてもしゃあないんやけど、議員の思い

からしたら、やっぱり残念なんです。もちろ

ん、議論して最終的にできるものもあると思

う。それは僕らもうれしい。議論してくれて、

構築するのに時間かかることやから、一生懸

命やってくれて、僕らの思いが伝わったんや

なというのもあるんやけど、でも、今やるべ

きやから投げているボールもある。今やから

一般質問しているというものも。タイムリー

なやつ。タイムリーなやつを、なぜ後からす
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るんやと思ってしまう。 

 それってやっぱり色分けできてないのね。

全部が議論の対象になっちゃっているけど。

やっぱり勇気を持ってやっていかなあかん。

僕これ、この勇気を持ってやっていかなあか

ん質問してからもう２年か３年たつんやけど、

そのとき勇気を持ってやりますと言うてたよ。

本末転倒になるでしょう。 

 だから、やっぱりタイムリーなものは集中

して議論せなあかんから、そこに、だから、

色分けは結局全部一緒なんよ。時間かけてや

っていかなあかん、構築していかなあかんも

のもあれば、すぐにやっていかなあかん、そ

の辺の色分けが曖昧やから、タイムリーなも

のももう時間を逃して、ほんで結局、平凡な

ものになってしまうんよね。もっと早うから

やっていたら、もっと効果がある。じゃ、そ

れに重きを置いて議論していくという、完全

にもう検討するというものがもう一つの検討

でしかないんよね。 

 中で、じゃ、どういう検討で色分けしてい

るんですかと。これは今やるべきことで、や

ったらこれだけの効果があるけど、だからで

きないというのはありますよね。そういう議

論はすごい大事やと思う。でも、今これやっ

たら、こんだけの議論して、これはできるん

やから今やったらタイムリーや、今すぐやり

ましょうという議論もあるよね。その議論が

何となくぼんやりしているから、今の話、タ

イムリーな話がどんどんどんどん擦り抜けて、

後から何か、あれ、今するのみたいな。 

 さっきちょっと話をしましたけど、僕、こ

れは別に橋本市にやってほしいというのはも

う、一般質問してやれへんと言われているの

でいいんですけど、僕、アニメ誘致の話をこ

れも１期目のときに初めてしたのかな。僕、

初めてしたとき笑われたんです。何言うてい

ますのんと。そんなん行政することちゃいま

すよと。ほんまに笑われたんですよ。ほな、

後からもほかの部長にも言われた、議員、や

っぱりそんなアニメってねと。今、当たり前

でしょう。当たり前になっていませんか。 

 僕、これは余談になるんやけど、これも勇

気の話になってくると思うんやけど、今まで

はもう当たり前になったんやけど、このアニ

メ誘致の話にしたって、当時はほんまに珍し

い話やったけど、今は海外から来るお客さん

とかも含めて、アニメがこうやって有名にな

ってきたから各市町村も取り組み出したんや

けど、成功例はもうたくさんいっぱい出てき

ているから、今からやったらもう二番煎じ三

番煎じになるから、別にもうせえへんという

話やったら、それで僕も納得はしとるんです。 

 でも、そのタイムリーさというのかな、タ

イムリーさというのはやっぱり大事になって

くる。そのタイムリーさをつかむには、やっ

ぱり勇気でしかないんです。さっきも言いま

したけど、外国人が日本人を見たときに、日

本人が思っている面白さと外国の方が思って

いる面白さというのは全然違う。僕らが当た

り前に思っていることは、向こうからしたら

当たり前じゃないというのは当然のことです

よね。僕らが海外旅行に行ったら、そない感

じるんやから。 

 だから、そういった、視点を切り替えたと

きに、じゃ、今これはタイムリーにできるこ

となのかというのも必要になってくると思う。

今まで行政がやってきたことが当たり前に当

たり前じゃなくなってきているから、一般質

問でこんなんしたらどうですかというふうに

質問しているわけで、今まで行政がやってい

ることを一般質問はしないですよね。新しく

こういうことをチャレンジしたらどうですか

というのが提案型なんやから。 

 そういう部分で、やはり視点を変えていく

というのが大事やと思うんです。そういう部
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分が足らないと思うんですけども、いかがで

しょうか。 

○議長（小林 弘君）副市長。 

○副市長（小原秀紀君）タイムリーな事業に

ついて、すぐ取り組んではというようなお話

ですけれども、先ほどネーミングライツのお

話もありましたけれども、私、財政課長のと

きに４番議員から質問を頂いて、そのときに、

やる方向でというようなお話をして、要綱も

変えたんですけども、実際、今やるような状

況になりました。 

 これはなぜかというと、やはり各課でもっ

と積極的に取り組んだらよかったんですけど

も、それが足らなかったということがあって、

財政課主導でやって、なったということにな

っております。 

 そういうこともありますけれども、今後、

各提案型のご質問に関しては、その内容につ

いて私と総合政策部長で定期的に内容を精査

して、進行が遅れている事業、あるいは、本

来これはもっと早くやったほうが効果的なん

じゃないかと、そういうような部分について

精査をして、各部長に指示するような形で進

めていきたいと思いますので、よろしくお願

いします。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）じゃ、もう言うことな

いので構わないんですけど、忘れんといてほ

しいのは、没にするのも忘れんといてくださ

いね。これ議員から言うのもおかしな話やけ

ど、議員はどんどんどんどん提案しているん

やから、たまっていく一方でしょう。やるべ

きことと、やらんということは、きっちり色

分けしてください。やるべきことをきっちり

やってください。中途半端なことをするから、

何もできへんなるんです。中途半端は要らん

のです。やるべきことをやっていく、それが

今一番大事だと思います。 

 それだけ要望しておきますので、あとはも

ういい答弁を頂いたので、もうこれ以上は言

うことないので結構です。ありがとうござい

ました。一つ目を終わります。 

○議長（小林 弘君）次に、質問項目２、物

価高騰により入札単価がどのように変わって

いるのかに対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（井上稔章君）登壇〕 

○総務部長（井上稔章君）物価高騰により入

札単価がどのように変わっているのかについ

てお答えします。 

 本市の公共工事等における入札価格の設定

については、橋本市公共工事等における予定

価格設定事務取扱要綱第３条の規定に基づき、

設計価格をもって予定価格とすると定めてい

ます。なお、この予定価格については、事前

公表となっています。 

 次に、設計に使用する労務や資機材の単価

については、県からの通達や国の基準を基に

工事設計を行っています。 

 また、通達等に掲載のない単価については、

市販されている建設物価版等を用いたり、資

材等製造会社に直接見積りを徴し、積算単価

として適用することで、実勢価格に適応した

設計積算を行っています。 

 よって、入札価格及び設計価格については、

実勢に合った適正な単価で積算されていると

判断しています。 

 次に、物品調達等の入札価格については、

担当部署において、実勢価格を考慮し適切な

設計を行った上で、橋本市契約事務規則第25

条の規定に基づき、随意契約の限度額を超え

るものの調達は、入札を実施しています。 

 入札にあたり予定価格を設定する必要があ

りますが、この価格の設定は、取引の実例価

格、需給の状況及び数量の多寡等を勘案し、

設定しています。よって、物品についても建
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設工事同様に適正な入札価格であると判断し

ています。 

 なお、物品調達等の予定価格については、

非公表となっています。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君、再質問あ

りますか。 

 18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）答弁ありがとうござい

ます。さらっといこうかなと思たんですけど、

僕には１時間をやるという使命があるので、

ちょっと詳しく聞かせてもらいます。 

 そのまんまきっちりしてくれているという

ことで答弁のほうは頂いたんですけど、これ

仮の話、仮ですよ、例えばの話、例えば、そ

ういうのがちゃんとできてなくて、市場に合

うてない価格で入札などが行われたとして、

例えばですよ、したとして、それが入札で応

札したけど落ちなかったと。落札できなかっ

たと。 

 何度か落札したけど、決まらなかったから、

引継ぎで前の業者になったとします、前と同

じ価格で。それが随意契約やったとします、

二、三年の。それが例えばエネルギー関係や

ったとしましょう。今、エネルギー、何でこ

れエネルギーかといったら、エネルギーはど

んどん上がりますよね、今。エネルギー関係。

ガス、電気、ほかも上がりますよね。もちろ

んガソリンなんか上がりまくりですよね。と

しましょう。ドル円も上がっているから、も

ちろんそのとおりやけど。円安やから。 

 そのときに、物価変動しますよね。そうい

うときに、落札とか応札に応じた業者が１者

しかなかったとしましょう。そうなったとき

に、物価が急に変動したからいうて、差額分

を後から見るということはあり得るんですか。

これ、あり得ないですよね。したらあかんで

すよね。 

 何でかというたら、もともと安い価格で入

札を行っていて１者しか応札できなかって、

後から価格が変動したからその分見ますとい

うふうにしたら、落札の誘導になってしまう

から議会としてはそれは認められないんです。 

 そういうことが起こると僕らは逆に困るん

です。何でかといったら、民間業者を苦しめ

ているみたいになっちゃうから。だから、そ

ういうことは起こってほしくないんやけど、

それは、もちろんそういうのを間は見ないと

いうことですよね。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）議員のご質問にご

ざいましたとおり、国・県からの通達にもあ

りますとおり、昨今、物価の上昇は今までに

比べてかなり激しいものという状況になって

おります。 

 そんな中で、入札価格を実勢に応じて設定

してはおるんですが、どうしても設計の準備

から入札の時期までの間のタイムラグ等の間

に価格が高騰してしまうというようなケース

もございます。 

 そういった場合に、なかなか、予定価格が

低過ぎたために不調に終わってしまうという

ようなケースも、昨年度はございました。実

際、物品等で申し上げますと、５件不調に終

わっている入札がございまして、そのうちの

３件が予定価格に達しなかったというような

現状もございます。 

 そんな中で、次の、実際に契約に至らなけ

れば当然事業が執行できないわけですから、

執行のためには契約を実施するんですが、そ

の際に、議員おっしゃられたように、１者の

特命随意契約という形でやった場合は、今、

議員おっしゃられたような状況にもなる可能

性もありますが、そこにつきましては、でき

るだけたくさんの業者に再度入っていただい

て、入札の機会を確保することができない場

合は、見積り合わせ、随意契約にはなるんで
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すが、等での対応という形を取らせてもらう

べきだと考えています。 

 なお、価格が低い状態で特命随意契約をし

た場合に、価格の高騰による契約額の見直し

を実施しないですよねという確認だったと思

うんですが、市内事業者さんの育成というの

も本市が担う大きな一つの業務といいますか

目的になりますので、ここらあたりは、業者

もしくは現状の社会情勢等を加味しながら、

価格については決定していくべきだというふ

うに考えております。 

 具体的には、９月10月の秋口に県等から調

達に係る単価の改正という通知もございます

ので、その辺りの額を見ながらという形にな

ろうかと思います。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）僕はそのとおりだと思

うんです。そないしていただきたい。それを

できない状態になってしまうような入札をせ

んといてくれと言うとるんです。市内業者育

成のためにそれをしてほしいんです。でも、

最初から１者しか随意契約でけへんような契

約で、そこが随意契約して後から価格を上げ

たというたら、おかしい話になってくるでし

ょう。 

 みんなが入札できて応札できて、その中で

みんなが適正価格の中でいくら入札額を切っ

てくるか、それは民間の話です。最初の設定

というのが、やはり市場価格に、情勢に合う

たものじゃないとあかんという話をしとるん

です。それよりも下で応札がなかって、１者

が随意契約したからそこに決まりましたと。

いいですよ。じゃ、そこが二、三年して物価

上昇したからそこの価格を上げますと言うた

ら、それはちょっと待ってくれよとなるでし

ょう。 

 それやったら、もっとみんな応札できたん

ちゃうんかと、その価格で設定するんやった

らもっと応札できたやないかというと、議会

からしたらそれはなかなか認めにくいです。

でも、してほしい、そないに。それしてもら

わんと、業者に迷惑かかるから。 

 でも、そういうふうな形をつくってしもた

ら、入り口を間違えたら出口もそないなって

しまうよという話をしているのね。だから、

入り口を間違わんというてくださいという話

をしとるので。 

 何というのか、そもそも物品に、これちょ

っとお聞きしたいんやけど、最低入札価格と

いうのがないのは何でなのか。それは何か理

由があるんですか。僕、そこがないと結局。 

 これ何で聞くかって、ごめんなさい、ちょ

っと僕この辺、こういう質問を以前したとき

に先輩議員に怒られたことがあるんです。皆

さんに誤解がないように、それだけ説明して

おきます。 

 僕は何も業者から高く買えという話をして

いるんじゃないんです。適正価格から１円で

も安く買うのが市民のためになるよという話

をしとるんです。前に怒られたのは、１円で

も安かったら市民のためになるやないかとい

うて怒られたことがあるんです、この話をし

たときに。 

 いや、違うんです、それはそのとおりなん

です。僕も同じ気持ちなんです。そうじゃな

くて、適正価格以前に切ってしまうと、それ

はダンピングになるから、そういうことを行

政がやったらあかんよという話をしているだ

けで、適正価格から、あと業者の方が落札す

るのに自分とこの仕事でこれでいけるという

ふうに切ってくるのは構わないこと。それは

市民のためにもなるんやから、それはええん

です。 

 でも、最低価格を。僕、この議論にちょっ

と戻ります。最低価格を決めてなかったら、

例えば、業者が50％切ってきましたと。だか
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ら、そこはもう１者しか取れないと、例えば。

でも、50％やったらしんどなったんで後から

上げると言うたら、何で最初に50％切ったん

よという話もこっちもまた言わなあかんよう

になってくるんです。 

 だから、最低価格があったら、もうそこで

並んだところの抽せんになってしまうんやか

ら、それはもう、そこの位置で取った人に、

じゃ見たりやという話はできやすいんだけど、

勝手にどこまでも切れるようなシステムやっ

たら、取りあえず取ったもの勝ちというよう

な形になってしまへんかなという心配がある

ので聞きたいんやけど、何で最低入札価格は

物品にはないんですか。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）物品に関しまして

は、先ほど議員も少しおっしゃられていたと

思うんですが、市にとって最も有利な状況と

いうのが価格が一番安いというふうに判断で

きるからだというふうに認識しております。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）おっしゃるとおりです。

いや、それはそうやから、業者が切ってきた

んやから。その議論でいくと、じゃ、今度は

例えば。今日決めとかんと後でもめるので、

これまた後で担当課で考えてください。 

 これ以上切ってきて、例えば30％以上切っ

てきて、後から合いませんよと言うたから

30％の分は行政が後から見ますというような

話はせんといてください。でしょう。それに

なってきたら、また本末転倒になるから。そ

の辺はやっぱり、最低入札価格というのはあ

る程度決めといたったら、あとその話で。 

 僕、何で今この話するかというたら、物価

が急騰しとるからです。これ急騰してなかっ

たら、こんな話しませんよ。絶対出てくるの

で。絶対出てきますよ、この話。今、これや

ったら合えへんからという話になってくるの

が出てくるんです。そのときに僕ら議会で判

断せなあかんようになっているから、今、質

問させてもろとるんです。自分らもしんどい

から。 

 そういう、何というんかな、回りめぐった

議論になるのが嫌やから、今もうここで言う

とくだけで、絶対起こってくるので、そうい

うときはどないに考えてはるのかだけ、もう

ここで聞いておきます。もう絶対出てくるの

で。 

○議長（小林 弘君）総務部長。 

○総務部長（井上稔章君）おっしゃるとおり、

物価の上昇というのはすごく、先ほども答弁

いたしましたが、何というんですか、著しい

ものがございます。 

 そんな中で、物品の入札に関しましては、

基本、入札に付さないものに関しては各金額

で、課長、部長、副市長、それぞれの権限が

定められているという状況でございます。 

 入札に関するものにつきましても、設計は

原課で行った上で入札に付するというふうな

事務の流れにはなっておるんですが、その点

について、一定やはり、総務課の契約検査係

におきましても、より実勢価格に近いような

金額になっておるかというのを、連携、それ

から調査をすることで、そこら辺については、

何というんですか、実勢価格に近い数字にし

ていくように努めたいと考えています。 

 また、急激な増加による変更というところ

をどの程度までというようなおただしもあっ

たと思うんです。そこについては、今、答弁

の中で一定の率を言うというようなことはで

きませんので、関係各課と協議しながら、ま

た、工事、それから設計等の積算の方法とも

調整しながら、今後ここら辺りについて内容

を早急に詰めていきたいなというふうに考え

ております。 

 以上です。 
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○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 これほんまに誤解せんでもらいたいのは、

僕、一般の業者がしんどい思いするのが目に

見えているので、今のシステムやったら。一

般の業者がしんどくなるようなシステムにす

るのは問題があるという話です。 

 だから、１者だけ取れて後から値段を上げ

るという話やったら具合が悪いので、やっぱ

りみんなが応札できる値段で入札に応えて、

その中で一番安いところで、言うたら常識的

な範囲の中で入札が行われているのであれば

いいけど、１者だけ特別安いところが落とし

て、そこが後からしんどいから上げるという

話になってくるというのはやめてくださいと。 

 橋本市の業者を健全に育成するというので

あれば、やはり多くの業者が実勢価格に応じ

て入札して、その中で勝負ができるというの

か、そういう入札条件をつくってやるのが市

内業者育成の。 

 だってこれ、もともとこの考え方って物品

以外は全部そないやってやってきたんでしょ

う。市内業者育成のためにといって、最低入

札価格設けてきたのもそうちゃいますの。業

者がたたき合いしてダンピングして、市から

したら安く売ってもろたほうがええから、最

低入札価格がないのは分かります。でも、市

内業者育成の観点のために最低入札額も設け

たんでしょう。 

 僕、だって、ずっと15年ここでおらしても

ろうてますけど、この議論ずっとしてきまし

た。でも、最終、何でこないなったかという

たら、市内業者育成のためには、たたき合い

を行政は助長するようなことをしたらあかん

から、行政としても最低入札価格は決めて、

これより下でやるということはやはり業者育

成のためにはよくない。 

 でも、市にとってはいいですよね。50％引

いてもらうのと80％引いてもらうんやったら、

それは80％引いてもろたほうがいいけど、で

も、それはやはりダンピングの手助けをして

いるみたいになってくるので、市内業者育成

の観点からは駄目だよと。市内業者育成の観

点ね。やったら、物品も市内業者育成の観点

でやったらええのになと。 

 言う割に、さっきから市内業者育成の観点

と言う割には、何か安う買うたほうがええみ

たいな話なのも、これちょっと分かれへんね

やけど、その辺は議論してください。 

 こういったことが急激なエネルギー関係の

上昇とか物価の上昇、この秋からすごいです

よ、正直な話。ニュースでもやっていますけ

ど、食品関係も最低でも10％上がってくるで

しょう。平均したらほんまに、生活、10％以

上のものが値上がりになってきます。日本は

輸入しているので。ドル円を考えたら必ずそ

うなります。９月には値上げ。 

 企業というのは値上げすると値下げはしま

せんので。だから、もう基本的には生活がど

んどんどんどんしんどくなってくる中で、や

はり行政もすごくしんどくなってくると思う。

安く買いたいという気持ちも分かるし、安く

買うてほしいと思う。でも、実勢価格という

のは仕方がない。 

 だから、その辺の痛しかゆしのところがあ

るんやけど、その辺の部分も含めて行政の中

でしっかりもんでもらわんと、これもめる元

になりますので、その辺はきっちりシステム

づくりをつくっていただけるように要望いた

しまして、二つ目の質問を終わります。 

○議長（小林 弘君）次に、質問項目３、こ

れからの墓園事業に考えるにあたり、市民に

アンケートを実施してみてはどうかに対する

答弁を求めます。 

 水道環境部長。 

〔水道環境部長（下楠朋之君）登壇〕 
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○水道環境部長（下楠朋之君）これからの墓

園事業を考えるにあたり、市民にアンケート

を実施してみてはどうかについてお答えしま

す。 

 本市の墓園事業については、以前、議員よ

り、墓じまいを考える市民の方が多い中、今

後も安定した経営を確保するための様々なご

提案を頂いているところです。 

 直近５年の橋本墓園と高野口墓園の新規及

び返還の合計件数は、平成29年度では新規９

件に対し返還19件、平成30年度では新規９件

に対し返還16件、令和元年度では新規８件に

対し返還30件、令和２年度では新規17件に対

し返還16件、令和３年度では新規10件に対し

返還17件となっており、令和３年度末の各墓

園の利用率は、橋本墓園では総区画数1,272

区画に対し利用区画が1,078区画で利用率は

84.7％、高野口墓園では総区画数419区画に対

し利用区画が225区画で利用率が53.7％とな

っています。 

 墓園利用率の推移を見てみると、橋本墓園

が平成25年の90.6％が最も高く、以降年々減

少しており、一方で高野口墓園については令

和３年度の53.7％が最も高くなっており、橋

本墓園での返還が顕著に見られているところ

です。 

 墓園の返還につきましては、祭祀財産相続

人が市外に転出しているため墓地を居住地の

近隣に移設するなど、様々な事情もあると思

われます。今後、墓園事業の在り方を検討す

るにあたり、多様化する埋葬や祭祀の現状を

把握するための調査だけでなく、市営の墓園

を利用されている方々に祭祀財産を相続する

方が存在するかどうか、また、墓じまいの後

にどのような形での供養を考えているか等の

意向を把握することが必要と考えております

ので、早急に墓園利用者に対しアンケート調

査を実施いたしたいと考えております。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君、再質問あ

りますか。 

 18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）実施していただけると

いうので、全然聞くことはないということは

ないんやけど、ちょっとだけ。 

 この墓園の話を僕、さっきもお話を壇上で

させてもろうたときに、市民の方からお電話

を頂いたんです、全然知らない方から。何で

僕の携帯を知っているんやろうなと思うたら、

よく考えたら公表していたなと思ったんやけ

ど、やはり悩んではると言うていました。息

子さんとかももうこっちでいらっしゃらなく

て、そういうお話をやはり、結構みんなです

ると言うていました。 

 墓じまいするべきか、それとも、どうした

らいいんかな、息子らに、でも見てもらうわ

けにいかんし、特に孫なんかいうたら、こっ

ちには帰ってくることもないしな、どうした

らええんやろうと。 

 だから、今後、墓じまいするだけじゃなく

て、やっぱり見てもらいたいというのもある

から、そういうのも含めて、市として何か考

えていってほしいなというのは、やっぱり私

らの世代は結構思っている方がいらっしゃる

と言うてはりました。 

 もちろん、一部の方かもしれませんけど。

興味のない方もいらっしゃるので。僕ら世代

やったら、まだちょっと墓じまいのことなん

て分かれへん、親世代が考えているというの

もあるんやけど、実際、僕ら世代も、前も言

いましたけど、お墓を建てるということ自体

が多分なくなってくる時代になってくると思

うんです。見ていけないから。 

 僕も自分の息子に、将来、自分の先祖のお

墓を見れというたらなかなか難しい話になっ

てくるし、やはり永代供養というのも考えて

いかなあかんと。そういったアンケートって
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必要になってきます。 

 時間ないので一点だけ聞きたいですけど、

アンケートの仕方、普通にアンケートしても

なかなか難しいし、みんなに郵送してとやっ

てもお金もかかってしまうので、やり方はち

ょっと考えていかなあかんと思うんです。広

報でやるとか、インターネット。 

 でも、多分そんな数は集まらんと思うんや

けども、そういったのを時間かけてやってい

くというのが必要やと思いますので、その辺

はどないお考えでしょうか。 

○議長（小林 弘君）水道環境部長。 

○水道環境部長（下楠朋之君）アンケートの

仕方というところなんですけれども、まず、

先ほど答弁させていただきましたように、今

現在ご利用いただいている方、そちらのほう

をまず先にアンケートのほうをさせていただ

こうと思っております。 

 数のほうは、これは利用者の方ということ

になりますので、限定された数になります。

その後、また全市的な形でいろんな方のご意

見を伺うと。広く世代もありますので、そう

いった形のものを次の第２番目の手というこ

とで考えております。 

 その方法につきましては、やはりネットで

のアンケートというのも一つの手ではありま

すけれども、まず、ネット環境がない方であ

るとか使い勝手の悪い方もいらっしゃいます

ので、そちらのほうは紙であるとか、あるい

は地区公民館とかそういったところにアンケ

ート用紙を置いておくとか、そういったこと

も考えられるかと思いますが、その点につき

ましては今後さらに検討をさせていただきた

いと思います。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君。 

○18番（岡 弘悟君）ありがとうございます。 

 もう基本的には、やはり永代供養も大きく

考えていって、その永代供養も表に出してい

くというのか、そういうのもやっていくため

に、市民の方に、利用者とか、そういうのを、

もし永代供養するんやったら、市民の方で、

そういう利用が何人いるかという把握も必要

やとなっていますので。 

 やはり、今、基金が余裕があるうちにぜひ

やってください。これ、なくなったら大変で

すよ、ほんまに。さっきも言いましたけど、

思い切ったことは先にやっておきましょう。

これはやってくれるというお話やったので、

ぜひともやっていただいて、いい意見をたく

さん頂けるように、僕も質問した以上はまた

どんな意見があったかというのは聞きたいの

で、またよろしくお願いいたします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（小林 弘君）18番 岡君の一般質問

は終わりました。 

                     

○議長（小林 弘君）お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ延会し、明

６月21日午前９時30分から会議を開くことに

したいと思います。 

 これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（小林 弘君）ご異議がありませんの

で、そのように決しました。 

 本日はこれにて延会いたします。ありがと

うございました。 

（午後４時10分 延会） 

                                           

 


